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2009年12月～10年１月にかけて全国で薬学部初の共用試験が行われ

た。この試験に合格し晴れて５年生となり、長期実務実習が始まるわけ

だが、共用試験の勉強は果たして実務実習に役に立つのだろうか？

ＣＢＴの薬学的知識やＯＳＣＥで問われる手技・コミュニケーション

能力等は、もちろん、現場で必要な技術であるが、試験となるとどうし

ても本質を見落としがちである。そんな思いから今回は、学生側からの

感想や改善点等を述べていきたい。また、３月に行われた某就活イベン

トに参加された薬学生（25人６大学）にアンケートを取ったので、それ

と合わせて考察してみた。

試験対策について

図は試験対策を始めた時期に関するア

ンケート結果である。ＣＢＴ・ＯＳＣＥ

ともにかなりのバラつきがあることが分

かる。初めての共用試験ということで過

去問も存在せず、対策の仕方が分からな

いという不安の中で、個々の意識の差が

明確に表れているのではないだろうか。

また、大学によっては試験対策を学生に

任せている、あるいは早期から対策授業

や補講を行っているようで、大学側の意

向も影響しているようだ。

実際試験を受けてみて

試験の難易度としては、既に岡山での

日本薬学会年会で発表されているよう

に、ＣＢＴ・ＯＳＣＥ共に過半数の学生

が「簡単だった」との結果が出たが、学

生側からは「ＣＢＴ難易度にバラつきが

ある」「ＯＳＣＥの試験時間が短い」な

どの意見もあった。

CBTの問題は１人ひとりランダムに

振り分けられているため、出題範囲に偏

りがあったことに戸惑いを感じた学生も

少なくなかったようだ。

ＯＳＣＥに関しては、項目によっては

時間が短い、特に「注射剤の混合」は時

間が短いという声が多く挙がった。「初

回面談・服薬指導」についても、時間に

対して評価項目が多いという意見があっ

た。普段慣れない実技の試験ということ

で、苦戦した学生が多かったのではない

か。

実務実習に向けて

「共用試験は実務実習に役に立つと思

いますか？」との質問に、「大いに役に

立つ」と答えた学生はＣＢＴで１人、Ｏ

ＳＣＥで６人であり、「役に立つ」と答

えた学生はＣＢＴで20人、ＯＳＣＥで18

人という結果であったことから、多数の

学生が今後の実務実習に役に立つと受け

止めているようだ。

「実習に行く前に復習ができてよかっ

た」「実習へ行くことがどれだけ大変な

ことか分かった」など、共用試験を受け

ることによって、各々が実習へ行く前に

心構えを持てることは、学生・受け入れ

施設双方が充実した2.5カ月を過ごすこ

とにつながると思う。

試験勉強開始時期（ＣＢＴ）

試験勉強開始時期（ＯＳＣＥ）

初の共用試験を終えて 慶應義塾大学
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